
 

 

大阪府協会 

児童自立支援施設「阿武山学園」に物品の寄贈をしました 

大阪府協会（会長：石井雄三 住友生命大阪中央支社長）は、児童自立支援施設 

「阿武山学園」にクーラーボックス 3個を寄贈しました。 

寄贈式では、江発田智久理事（大樹生命大阪支社長）から松井正宣施設長に目録及び

物品が手渡されました。 

「夏の野外活動はクーラーボックスがいくつあっても足りない状況で本当にありが

たいです。家庭的な温かい雰囲気のもとで、子ども一人一人に寄り添いながら、児童の

健全な成長を見守りたいと思います。」と述べられました。 

本協会は今後も、会員各位の協力のもと、社会貢献活動を継続していきます。 


